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平成２９年度　全国学力・学習状況調査の結果の報告と今後の取組について

　文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、平成２９年４月１８日（火）に、６年生を対象として、「教科（国

語，算数）に関する調査」と「児童質問紙調査」を実施いたしました。

　この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたします。

　学校の現状を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。

　なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。本

校では、他の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。

１．教科に関する調査結果の概要

　　②　家庭生活習慣等に関する取組
・引き続き、各クラス宿題チェック、名札等の忘れ物チェックを毎日行い、基本的な生活習慣の徹底を図る。また、自主学習
ノート掲示コーナーを作り、自主学習への取組への意欲を高める。
・保護者への啓発は、月に１回のＰＴＡ理事会で学習面と生活面の児童の様子報告と協力要請を行う。また、各担任からは、
学級通信での伝達とお願いを行う。必要に応じて、個別に保護者と連絡を取り合い、共通理解を図る。

質問紙調査の結果分析

・「自分にはよいところがあると思いますか」が、半数以上があてはまらないと回答している。しかし、「人の役に立つ人間にな
りたい」、「将来の夢や目標を持っている」と回答した児童の割合は高く、今後自尊感情を高める指導を行い、それぞれが、将
来の夢を実現できるように目標を設定させ、行動に結び付けさせる必要がある。
・テレビやビデオを見る時間やゲームをしたり、スマートフォンで通話やメールをしたりする時間が本年度も全国を上回ってお
り、日々の生活面の指導を継続し、保護者への啓発も合わせて行っていかなければならない。
・家庭学習の時間については、まだ、全国より下回るが、昨年度よりも増えてきている。

学力調査の分析（傾向や特徴）

・全体的には全国平均正答率とほぼ同じだった。書く力を問う問題は正答率が高かった。
・読む力を問う問題に課題があり、読み取る力を付ける必要がある。

・全国平均正答率を上回った。
・記述式の問題に対する正答率が極めて高い。
・無解等率が低く最後まで粘り強く問題に取り組んでいた。

・全体的には、全国平均正答率とほぼ同じだった。数と計算や図形の問題はよく出来ていた。
・「量と測定」領域の問題は、全国平均を下回り、力を注ぐ必要がある。

・全国平均正答率をわずかに下回っていたが、「量と測定」「数量関係」領域は全国平均を上回っていた。
・無解答率が低く最後まであきらめずに問題に取り組む姿が見られた。
・数と計算や図形についての知識・理解の力は付いてきているが、応用する力がまだ十分とは言えない。

２．学校での学習活動、家庭での生活習慣等に関する質問紙調査結果の概要

３．調査結果から明らかになった、課題解決のための重点的な取組
　　①　教科に関する取組（全校で・学年で・学級で）

・１学期の成果と課題から２学期以降の少人数指導の強化を行う。特に算数科指導に力を入れる。２・３・４・５年生の算数に単
元を決めて教務主任が少人数指導に入る。６年生には学力向上推進教員が中心的に授業をサポートする。１年生、あおぞら
学級（情緒）には、時間講師が補助として入る。また１０月からは週２回の職朝を、週１回の終礼に変更し、毎朝、スキルアップ
タイムとして国語・算数の基本問題を行う。曜日を決めて、管理職・教務主任が各学年に週１回入り、児童の指導にあたる。ま
た、放課後等の補充学習を充実させていく。

      平成２９年度 学校だより 学力特集号 
 
平成29年10月２０日 
北九州市立花房学校  
 校 長 折田 清志 


